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　生体中には遷移金属イオンを含む金属タンパク質
が数多く含まれている。これらの金属タンパク質は、
エネルギー代謝、物質代謝、シグナル伝達など、様々
な生理機能の発現に深く関与している。あらかたの
金属タンパク質は研究され尽くされているのではな
いかと考えるかも知れないが、実際にはそのような
ことはなく、最近になっても、新規な機能を有する
金属タンパク質が続々と発見されている。また、ポ
ストゲノム時代を迎えて、ゲノム解析の次の主要な
研究ターゲットはタンパク質の機能解析であると考
えられているが、遷移金属イオンを活性中心とする
金属タンパク質を対象とした研究においては、その
構造と機能の解明において各種分光学的な実験手法
の適用が不可欠であり、化学者が果たすべき役割は
大きい。
　現在、我々の研究グループでは、これまでにない
新規な機能を有する金属タンパク質として、酸素や
一酸化炭素といった気体分子のセンサ
ーとして機能するセンサータンパク質

（CO センサーとして機能する転写調
節因子 CooA、O2 センサー機能を有す
るシグナルトランスデューサータンパ
ク質 HemAT）を対象として研究を行っ
ている。CooA、HemAT はいずれも、
その分子中にセンサー本体として機能
するヘム（鉄ポルフィリン錯体）を有
しており、ヘムに CO あるいは、O2

が配位することにより、これらの気体
分子がセンシングされる。CooA の場

合、ヘムに CO が配位することにより CooA は活性
化され、転写調節因子としての活性を獲得し、一連
の支配下遺伝子の発現を誘導する。HemAT の場合
も、分子中のヘムに O2 が配位することで O2 がセ
ンシングされ、一連のシグナル伝達反応が開始され
る。当研究室では、遺伝子工学、分子生物学、およ
び物理化学的な実験手法を駆使することにより、こ
れらセンサ－タンパク質による気体分子センシング
機構、気体分子によるタンパク質機能制御機構の解
明を目的とした研究に取り組んでいる。
　金属タンパク質の活性中心は、単純な単核金属イ
オンではなく、無機化学および錯体化学的観点から
みても特異な構造を有している場合も多い。このよ
うな特異な構造をもった活性中心が生合成される機
構については、ほとんど分かっていない。また、金
属タンパク質生合成に必須な遷移金属イオンは、細
胞中に過剰量存在した場合には毒性が発揮されるた
め、その細胞内濃度は厳密にコントロールされてい
るが、その機構についても不明な点が多い。今後は、
金属タンパク質活性中心の生合成機構、および細胞
内の金属イオン濃度の恒常性維持機構の解明に関す
る研究にも取り組んでゆきたいと考えている。
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